
▶ 農業者への省力化技術導入への意向を聞き取り

（対象農業者 19名）

▶ 管外先進地の視察を企画

労働負担を減らす施設園芸省力化技術の導入
対象：JA新すながわﾄﾏﾄ･ﾐﾆﾄﾏﾄ･きゅうり生産組合(76戸)

１ 活動の背景

２ 活動の経過

・水稲の規模拡大

・農業者の高齢化

・パートの減少

現 状 問 題 課 題

・将来的な施設園芸離れ

・省力化技術の導入が進
んでいない

・省力化技術導入

・導入後の管理の確立

省力化技術導入の意識を醸成し、施設園芸の維持を図る！

● 省力化技術導入へのアプローチ 省力化技術導入には
興味ありますか？

水は何を使っていますか？
電気はきてますか？

「モノを見てみたい」という声もあり... 普及センター

生産者７名が参加

● 導入後の管理確立への支援

▶ R6年度、きゅうり・つるおろし養液栽培を導入した農家へのサポート

給液管理や生育を
見える化してみませんか？

普及センター

農業者A

給液管理これでいいのかな...

図 給液管理(吸水量、給液EC、排液EC)

農業者の記録を基に見える化
月２回ペースで農業者と打合せ

【中空知支所：地域第一係】

課題番号18

目標：導入農家数 10戸 → 15戸



４ 今後の課題と対応

▶ 農業者への聞き取りにより地域の現状を把握

・水稲などの面積が増えるので
省力化は必要

・作業が楽になるんだろうな

特に若い農業者で前向きな反応！

足かせになる部分はある...

・用水を使用している

・電気が来ていない

・導入コストが高い

● 省力化技術導入への意識の醸成

▶ ＤＩＹ版統合環境制御で安価に導入した江別市の農業者を視察

活発な意見交換
新たなに２戸の農業者が

統合制御装置を購入！
(Ｒ７年から運用)

他の農業者

● 栽培管理の模索

▶ 見える化による管理の負担軽減

▶ Ｒ７年に向けた栽培管理の改善点を把握

・根張りの確保
初期生育の確保は後半の草勢にも影響する！

・品種の違いによる給肥管理
品種によってＥＣ濃度は変わってくる

・換気の強化
つるおろし栽培では生長点付近が高温に！

次年度は２戸で
情報交換を行いたい！

農業者A

新たに統合環境制御を導入する２戸の栽培管理の確立に向けた支援を行う。

また、地域の農業者にもその取り組みを見てもらい、導入に向けた意識の醸成

を図る。

きゅうり・つるおろし養液栽培

環境測定・自動換気・自動かん水システム導入農家数 10戸 → 14戸
(上記他２戸で自動換気装置を導入)

３ 成果の具体的内容


